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構成：岐阜大学，岐阜県，国土交通省， 
岐阜県測量設計業協会，岐阜県建設業協会
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（ＭＥ認定試験受験資格） 

４週間の短期集中講座 

ＭＥの輩出 

岐⾩⼤学履修証明プログラム 

「社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座」 
令和7年度前期講座（第30期）・後期講座（第31期）受講者募集のご案内 

社会基盤メンテナンスエキスパート養成講座について 

 

岐⾩⼤学では、⾏政と業界双⽅の技術⼒
を向上させること目的として、岐⾩県と協
働で、共通の⾼度な知識を持った総合技術
者を養成することを目的とした「社会基盤
メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講
座」を平成20年度より実施しています。
この講座は、平成26年度からは岐⾩⼤学 
⼤学院履修証明プログラム*と位置づけら
れています。 

ＭＥ養成講座は、効果的なアセットマネ
ジメントを提案する知識を習得するための
座学、品質管理や⼯程管理などの実務的な
知識を習得するための演習、フィールド 
で維持管理や防災業務の能⼒を向上させる実習（点検・診断実習）で構成されています。実務に即した講義を実現し最新技
術の講義への活⽤を図るために、現職の⼤学教員だけでなく、岐⾩県、国⼟交通省、⼟⽊研究所および関連企業をはじめと
した全国の一線級の技術者を講師に迎え、充実したカリキュラムです。 

令和6年7⽉現在、養成講座を修了したのちにＭＥとして認定された技術者は640名にのぼります。 

 

 
 

 

令和７年度前期・後期社会基盤メンテナンスエキスパート養成講座の概要 

防災･維持管理に主体的に携わった経験を持つ⾃治体職員および業界技術者を対象とし、短期集中（実質20⽇程度）カリ
キュラムの講義を開講しています。募集人数は前期・後期とも30名です。20⽇間で80コマの短期集中カリキュラムに 
よって、効率的に⾼度な知識を持った総合技術者の養成を⾏います。令和7年度前期・後期の養成講座のスケジュールは下 
記のように予定されています。受講料は28万円です。また、全国⼟⽊施⼯管理技⼠会CPDS対象講習会です。全ての講義
を受講修了した⽅に履修証明書を交付いたします。この履修証明をもつ⽅にＭＥ認定試験の受験資格があります。 

 
 

講 座 の 受 講 申  

前期：令和7年3月3日～4月15日 

後期：令和7年6月2日～7月8日 

 

前期：令和7年6月2日～6月27日 

後期：令和7年8月18日～9月12日
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センターホームページ（http://www1.gifu-u.ac.jp/~ciam/）より申請書類をダウンロードし、必要書類をそろえて
センター事務局までお送りください。不明の点はセンター事務局までお問合せください。 

*履修証明プログラムとは︓平成19年の学校教育法の改正により、通常の学⽣を対象とする学位プログラムに加え、社会人 
等の学⽣以外の者を対象とした一定のまとまりのある学習プログラム（履修証明プログラム）を開設し、その修了者に対し
て法に基づく履修証明書を交付できることになりました。ＭＥ養成講座は、この履修証明プログラムとして実施されます。 

講  座  の  受  講  申  請 

養 成 講 座 

前期︓令和7年4⽉23⽇   

後期︓令和7年7⽉16⽇ 

 

前期︓令和7年4⽉25⽇   

後期︓令和7年7⽉18⽇ 

 

前期︓令和7年7⽉下旬   

後期︓令和6年10⽉初旬 

 

前期︓令和7年9⽉下旬   

後期︓令和7年11⽉中旬 

 

ME認定試験 

受講資格審査 

ＭＥ認定授与式 

選抜結果の通知 予定 



 
 

受講資格 

申請者は、官公庁等および建設業界の⼟⽊技術者とし、次の何れかの実務経験を有する⽅とします。 

 
ＭＥ認定のメリット 

● 岐⾩県では平成28年度より、MEを活⽤した点検修繕業務委託が⾏われています。 
● 国⼟交通省の「公共⼯事に関する調査及び設計等の品質確保に資する技術者資格（鋼橋・コンクリート橋・トンネ 

ル・道路⼟⼯構造物（⼟⼯）・舗装の点検・診断）」として認められています。 
専門実践教育訓練 

本養成講座は、厚⽣労働⼤⾂より教育訓練給付⾦の対象となる専門実践教育訓練の指定を受けています（平成28年4⽉1 
⽇付指定講座）。これにより受講⽣は申請⼿続きを⾏うことで、本養成講座の受講に関わる経費の一部が助成されます。
詳細について知りたい⽅は、事務局までお問い合わせください。 

ＭＥ養成講座受講に関わるよくある質問 
 

補習講義の受講はやむを得ない場合を除いて認められません。やむを得ない場合とは、以下に限られます。 
① 3親等以内の事故，病気，死亡などにより，講座の受講が困難な場合 
② 受講者本人の急な病気により，講座の受講が困難な場合 

③ その他やむを得ないとセンター⻑が判断した場合 

 

養成講座は⼤学院講義に位置づけられているため、最終学歴が⼤学卒でない技術者の⽅に対しては、資格審査（面接）を
受けていただきます。詳しくはセンター事務局までご相談ください。 

以下に⽰すような場合で，受講継続が適切でないとセンター⻑が判断した場合には，受講者の受講資格を停⽌します。 
① 養成期間中に所属機関を退職した場合 
② 欠席が多く，補習講座を受けた場合でも全講座の受講が困難な場合 

③ その他受講者としてふさわしくない事由が⽣じた場合 

 

遠⽅からの受講者で、通学することが厳しい場合、宿泊施設（有料）をご紹介いたします。ただし、満室により確保できな

い場合もあります。 

 
受講いただけます．令和6年2⽉現在、岐⾩県外の100名ほどがＭＥとして認定され活躍しています。 

（１）官公庁等⼟⽊技術者 
官公庁等⼟⽊技術者のうち、社会資本の維持業務を２年以上経験している。または、それと同等以上の能⼒を有しているもの。 
（２）建設業界技術者 
建設業界で活躍する技術者のうち、社会資本の点検・調査、構造物の新設・補修・補強に係わる設計・施⼯管理業務を主体的な 
⽴場で実施した経験を３年以上有するもので、協会等の推薦があるもの。 
（３）その他 
上記（１）あるいは（２）の要件を個別に満たしていないが、複数の所属機関における実務経験により、同等の要件を満たすと 
審査委員会で認められたもの 

Ｑ２ ⼤学を卒業していなくても受講できるのか︖ 

Ｑ４ 岐⾩⼤学まで通うことができないが宿泊施設はあるのか︖ 

Ｑ５ 職場が岐⾩県内ではないが受講できるのか︖ 

Ｑ１ 養成講座の一部を他の業務のために欠席して、後⽇補習講義を受けることはできるのか︖ 

Ｑ３ 現在、転職を考えている場合であっても受講できるのか︖ 

令和7年2⽉以降に詳細は下記事務局までお問い合わせください。  （http://www1.gifu-u.ac.jp/~ciam/） 

岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター（〒501-1193 岐阜市柳⼾1-1 工学部E316） 

Tel. & Fax.:058-293-2419    E-mail: ciam-manage@ml.gifu-u.ac.jp 


